
第 69回 関東甲信越静里親協議会浜松市研修大会要綱 

 

１ 大会テーマ  「のびのび子育て すくすく子育ち 

                      みんなの力で やらまいか」 

 

２ 大 会 趣 旨   子どもたちが自己肯定感を高め、すくすくと自分らしく成長していくために 

私たち里親は、子どもの行動や特性について、より理解を深めることが大切で 

す。そしてなにより、学校や施設、児童相談所などの関係機関の支援を受け、 

また、親戚、友人、地域住民とつながりを持ち、地域で過ごす私たち里親が共 

に助け合う環境づくりが必要であると考えます。 

みんなの力で子どもたちのために何が出来るか、考えるきっかけとなる大会

にしましょう。 

 

 

※ 大会テーマにある「やらまいか」とは、静岡県西部地方の方言で、「やってみ

よう」「やってやろうじゃないか」を意味し、新しいことに果敢にチャレンジ

する精神を表します。 

 

３ 主   催  公益財団法人全国里親会、関東甲信越静里親協議会、浜松市里親会 

 

４ 共   催  浜松市 

 

５ 助成団体  テレビ朝日福祉文化事業団 

 

６ 後   援  静岡県、静岡県乳児院協議会、静岡県児童養護施設協議会、静岡県児童家庭支援 

  センター協議会、静岡県ファミリーホーム協議会、浜松市民生委員児童委員協議会、

中日新聞東海本社、静岡新聞社・静岡放送、K-MIX、FM Ｈａｒｏ！ 

 

７ 開 催 日  2023年 7月 16日（日）10:00～15:00 

         人数制限による対面開催及びオンライン配信。また、後日オンデマンド配信。 

 

８ 会   場  アクトシティ浜松 コングレスセンター 

         〒430-7790  静岡県浜松市中区板屋町 111-1 

         ℡053-451-1111 

 

９ 参 加 者  里親、児童福祉関係者、学生等 

         会場参加者 150人 オンライン参加者 250人 （予定） 

 

10 日程・内容 

9:15  10:00  10:45  11:00    12:30  13:15    14:45  

受付 式典 
全里 

報告 
基調講演 昼休み 分科会  

  

※ 会場参加者は、分科会終了後に「里親サロン」を実施します。 

 

 



11 式 典 

 (1) 開会宣言 

 (2) 里親信条朗読 

 (3) 主催者挨拶 

(4) 祝辞 

(5) 来賓紹介 

 (6) 表彰式 

 (7) 次期開催地挨拶 

 (8) 閉会挨拶 

 

12 基調講演 

  演題：「のびのび子育て すくすく子育ち」 

  講師：杉山登志郎氏（精神科医、医学博士、福井大学客員教授） 

       

子どもがすくすくと自分らしく生きていくために、私たち里親はどのような子育てをし

ていけば良いのでしょうか。子どものためと思いながらも、忙しさや余裕のなさから自分

本位な子育てになってしまいがちです。虐待によるトラウマや愛着障害、発達障害の子ど

もたちや親たちと多く接してきた杉山先生に「里親にできるのびのび子育てのヒント」を

お聞きしたいと思います。 

 

13 分 科 会 

分科会 テーマ・内容等 

第１分科会 「愛着障害・愛着に課題を抱えるこどもへの理解と支援」 

○講師 米澤好史氏（和歌山大学教育学部教授） 

○内容 愛着障害という言葉をよく聞きます。社会的養護が必要なこどもたち

は愛着障害・愛着に課題を抱えている場合が多く見られます。そのよ

うなこどもは、うまく愛着関係を構築できず、問題行動を起こして苦

しんだりしています。里親はこのあらわれをどのように理解し、どの

ような支援が必要なのか理解を深めます。 

第２分科会 「出自を知ることや生みの親との関係について」 

○講師 白井千晶氏（静岡大学人文科学部教授、一般社団法人全国養子縁組団

体協議会代表理事） 

○内容 子どもの人生を支えるために、子どもと生みの親や親族の関係、出生

の経緯を伝えること、誠実な親子関係を作ること、子どもや私たちに

とっての遺伝子的つながりをどのように考えていけばよいか、いくつ

か話題提供し、一緒に考えていきたいと思います。 

第３分科会 「里親と里子を支える」 

○コーディネーター 藤田 美枝子氏（聖隷クリストファー大学国際教育学部

教授） 

○パネラー 浜松市里親会、浜松市児童家庭支援センター、児童養護施設「わ 

こう」、浜松市児童相談所 

○内容  浜松市において、里親委託率は上がっており、とりわけ 0～3 歳未

満の委託率は全国の中でも高くなっています。里親は、子どもの成

長に伴いあらわれる発達の特性、里親自身の経験不足や知識不足な

どから育てにくさを感じることは珍しくありません。私たち関係機

関は、より密に連携を図り、里親と里子を支えることが重要と思わ

れます。浜松市が行っている「チーム養育」について考え、関係機

関の役割を再認識していきます。 



14 参 加 費  3,000円（1人当たり、資料代等含む） 

 

15 問合せ先 

 《大会・協議会に関すること》 

  第 69回関東甲信越静里親協議会浜松市研修大会実行委員会事務局（浜松市里親会事務局） 

  〒430-0929 

   静岡県浜松市中区中央一丁目 12-1 静岡県浜松総合庁舎４階 浜松市児童相談所内 

   ℡：053-457-2705 Fax：053-457-2645 

   実行委員 ℡：090-4119-0271  

 

 《参加申込に関すること》 

  名鉄観光サービス株式会社 静岡支店 

  〒422-8067 

   静岡市駿河区南町 18-1 サウスポット静岡 8階 

   ℡：054-286-5681 Fax：054-286-8190 

     担当：武田 晃一 

 

 《配信に関すること（大会当日のみ）》 

  株式会社ステージ・ループ (制作技術担当) 

   ℡：090-5876－4146  

担当：鍬竹 智広 

     


